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ヤセル・アラファト(パレスチナ)、シモン・ペレス(イスラエル)ととも

に１９９４年ノーベル平和賞を受けたラビン首相が、オスロでの受賞後、

東京へ直行、中東和平をめぐり日本政府首脳（村山富市首相、河野洋平外

相ら）と会談した。統合参謀総長として６日戦争を大勝利に導いたかつて

の英雄が、今度は中東の恒久和平推進の旗手として記者会見に臨み、中東

の恒久和平への道のりを語った。ラビン氏は、日本記者クラブでの会見か

ら約１年後の１９９５年１１月４日にテルアビブで催された平和集会に

出席したところを、和平反対派のユダヤ人青年に至近距離より銃撃され死

亡した。以下は日本記者クラブの会見における質疑応答の全文。 

 

 

 

 

Ⓒ社団法人 日本記者クラブ 
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宮田（朝日）北朝鮮の中距離、長距離のミサイルの

開発状況、そうしたミサイルあるいは技術の中東諸

国への輸出の現状に対してどういう見解をお持ち

か？95年にはＮＰＴの延長問題が国際的に話し合わ
れ、その中でイスラエルの存在が再びクローズアッ

プされると思う。イスラエルは戦術核兵器を保有し

ているのか？もし、直接答えられないなら、中東和

平のプロセスが曲折はありながらも進んでいく中で、

こうした灰色の状態というのは、どういう条件が達

成されれば解消することができると考えるか？ 

 
北朝鮮の対イラン武器輸出 

ラビン首相 後の質問からお答えします。イスラエ

ルの政策ですが、これは我々がコミットしているも

のですが、次のようなものです。 

 一つは、イスラエルは中東地域において、核兵器

を導入する最初の国にはならない、ということです。

すなわち、ＮＰＴの中の定義において、我々は核保

有国ではない、ということです。 
 ２番目ですが、イスラエルは過去10年間、合意と
いうものを提案しました。中東を非核地域にすべき

である、ということを提唱してきました。しかし、

これは２国間の合意に基づいてということです。こ

の構想に、イランからアルジェリアまで、すべての

関係当事諸国が加わったならば、ということです。

その上で、すべての関連諸国が相互の監視、監督を

受け入れるということです。ＮＰＴそしてウィーン

にあるＩＡＥＡは、まったくこの面では、特にイラ

クの場合には無力でした。 
 湾岸の危機がなければ、世界は、どこまでイラク

が核能力を開発したのか分かり得なかったと思うの

です。同じことが、現在、イランに対しても言える

と思います。 
 我々はＩＡＥＡの能力、特に全体主義諸国におい

て実際にどのような状況なのかを把握する、その査

察能力に信頼をおいていません。従って、我が国の

提案、わが国の政策というのは、地域ベースでやっ

ていこうというものです。すなわち、この地域の国々

相互で委員会を作るということ、そしてお互いにお

互いを監督し合う権利を持つことにしたい、という

ことです。 

 相手がイランであってもイラクであっても、彼ら

が我々をチェックし、逆に我々も彼らをチェックす

るわけです。それはいわゆる客観的なところに頼ら

なくてもできるわけです。 
 最初の北朝鮮の問題です。確かに北朝鮮は、もう

すでにスカッドＣを生産し提供している、というこ

とです。地対空のミサイルで、500 キロの射程をも
っています。シリア、イランにすでに提供していま

す。単にミサイル・ローンチャーのみならず、付随

施設をつくる能力をもシリアとイランに輸出してい

ます。 
 それに加え、イランはたくさんのお金を支出する

ことによって、北朝鮮においてノドンのより長距離

のものを開発する、ということを行っています。い

ったんは停止したのですが、我々は十分な根拠をも

って、この開発は続いていると思っています。イラ

ン側は、射程 1,300 キロを要請したようです。この
射程というのは、イランからイスラエルの標的に達

する距離ということになります。この地対地ミサイ

ルが、北朝鮮の手で実際に開発されると、日本にお

けるターゲットにも十分に到達する射程ということ

になるわけです。 
 イランの急進的なイスラム原理主義の波は、中東

地域の平和と安定にとって大きな敵です。彼らはそ

れと共に、自らの通常兵器の能力を増強しています。

主にロシアから兵器を購入しています。スホイ 24、
ミグ 21などです。 
 また、地対地ミサイルの開発にも積極的に取り組

んでいます。さらに非常型兵器、さまざまな種類の

兵器にも手を出しているようです。だれがそれを支

援しているかということは申しあげませんが、イラ

ンの北部に行きますと、どの国かはすぐに分かると

思います。 
 
カーン（アラブニュース） こんど西岸で選挙があ

る。その選挙のときに、イスラエルの兵士が西岸に

いるということは、プレッシャーが大きいらしいの

です。アラファト議長も、そういうことをオスロを

出るときに言っていた。そのことに対して、首相の

考えはどうでしょうか？次の質問ですが、日本と科

学協定を結んだ。具体的にどういうところが協力分
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野か？どういうところに科学があるのか？たとえば、

いま日本は相当なプルトニウムを持っている。イス

ラエルもエネルギー関連のいろいろな技術を持って

いる。そういう分野でも日本との協力を進めるの

か？ 

 
暫定期間中の安全保障が問題 

ラビン首相 最初の質問ですが、我々には、２つの

仕事があると申したのです。つまり、暫定期間にお

いては、２つ物事を詰めなければならないというこ

とです。パレスチナ人は選挙を行いたいと考えるな

ら、イスラエルの立場から見た場合には、全体的な

暫定合意に到達しなければならないということです。

その中には、選挙、種々の権限の譲渡ならびに安全

保障の取り決めが含まれなければならない、と考え

ています。 

 その暫定合意の一部しか達成されていない段階で、

イスラエルが撤退し、選挙が行われ、イスラエルの

暫定期間中の安全保障の基盤が固まらないというよ

うな状態については、承諾することができません。 
 私はこの点については明確にしました。ガザ地区

とジエリコの交渉が７か月かかったというのであれ

ば、暫定的な取り決めについては、やはり６か月な

いし８か月かかると思います。ですから、このこと

については、むしろパレスチナ人側で決めていただ

かなければなりません。 
 我々としては、部分的、暫定的な取り決めで、パ

レスチナ人側だけに都合がいいようなものには承服

できません。イスラエルにとって最大の問題である、

安全保障について何ら決定していないような合意に

ついては、承諾することはできません。しかし、全

面的な合意のために交渉するというのであれば、十

分スタートすることができます。 
 ２番目の質問についてその意味を100％理解でき
たかどうか自信がありません。原則的な方針という

ことで説明させていただきたいと思います。中東地

域においては、核拡散防止条約は必ずしも効果的で

はなかったわけです。我々は中東地域の非核地帯化

ということを提案しました。関心をもっている人た

ちが、ある程度それぞれの状況を確認することがで

きるようなシステムが必要だ、ということで、ＩＡ

ＥＡを通じてではないやり方を考えたいと思ってい

ます。 
 
上野（朝日）国際援助提供国は、日本もそうですが、

その支援に条件をつけています。すなわち、透明性

そして責任性というものを、アラファト氏の下のパ

レスチナの自治機関に求めるというものです。この

ことはガザ地区における、経済社会面の展開を遅ら

せてしまっています。国際社会は、この問題に責任

をもって対応したと思われますか？次にサダト大統

領は、すべての占領されたエジプトの地域と交換に、

79年にイスラエルで和平を結んだわけです。シリア
のアサド大統領も、同じことで満足すると思われる

でしょうか？ 

 
サダトとアサドの違い 

ラビン首相 最初の点です。援助提供国の要請はよ

く分かります。パレスチナ人自治機構が、その資金

を透明性のある責任ある形で支出するのを要請され

るのは当然でしょう。しかし、念頭におかなければ

ならない１つの問題があります。ＰＬＯはかつて、

あるコミュニティーの生活の責任、これが 100万人
を対象としたとしても、そういう責任をもった経験

がないということです。 
 彼らは責任をもつということが、どういうことか

十分に分かっていないわけです。住宅を探し、食糧

を提供し、雇用を創出し、健康医療を提供するとい

うことの意味がよく分かっておりません。そして、

何にもまして彼らには、コミュニティーの人たちか

らの不平、不満を受け止めるという経験がないわけ

です。こういうことに、彼らが自らを調整し適応す

るには時間がかかるのです。 
 以前は予算もなかったわけです。ある額のお金を

いただいて、それをどのように運用したのか、私は

まったく知りませんので、コメントをいたしません

けれども、その経験もないわけです。これは長いプ

ロセスになると思います。残念ながら１年も無駄に

してしまったわけです。ドナー国がさまざまなプロ

ジェクトとか、パレスチナ人の行政運営についても、

資金援助提供国とパレスチナ人当局との間で合意が

みられなかった、ということで時間が過ぎ去ってし
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まいました。これはイスラエルとはまったく関係が

ありません。パレスチナ人側との問題でした。 
 ２週間ほど前、ドナー諸国とパレスチナ人との間

で会議がありました。我々も参加しました。何がし

かの解決が見いだされないものかと期待したのです

が、民主主義諸国というのは、国民に対しても、議

会に対しても責任をもっていて、それを全うしなく

てはならないということで、ただお金をばらまくと

いうことでは決してないわけなのです。 
 ２番目の点ですが、何が本当の意味での違いか、

ということです、サダト氏はある動きをしたわけで

す。エルサレムに参りました。イスラエルの人々は、

こういうことが可能であるとは、夢にも思わなかっ

たわけです。エルサレムに来るという、想像もしな

かったことをしたわけです。そして平和条約での道

を開いたわけです。議会で演説をしました。イスラ

エルの国民に対して、アラブ諸国の最大の国の指導

者、すなわちイスラエルが戦い最も多くの死亡者を

出したその相手の国のリーダーが、わざわざ出向い

て、そして平和のスピーチをした。そうして、イス

ラエルの国民を説得したわけです。 
 この１つの動きで、サダト大統領は、それまでの

疑念、疑惑、そして感情の壁を打ち砕いたわけです。

たとえば、子供を失った親が拍手かっさいをする、

という状況になったわけです。そのことにより、イ

スラエル政府が和平の合意を結ぶということが容易

になったわけです。国民の支持があったからです。 
 アサド大統領は、サダト大統領がやったことの半

分もしていないのです。すなわち、イスラエルの国

民に対して、リーダーとして平和を求めているのだ

ということを、自ら説明し得ていない、というとこ

ろが問題だと私は考えています。 
 アラブ諸国とイスラエルの間の問題というのは、

心理的な問題と実質的な問題の組み合わせです。こ

の心理的な壁というものの方がより高く、実際的な

ものよりも厳しいということです。そしてこの心理

的な壁を打ち砕かない限り、実際的な問題がより難

しくなるということです。 
 
平山（ＮＨＫ）ノーベル平和賞の受賞おめでとうご

ざいます。ノーベル平和賞との関連でうかがいます。

ＰＬＯのアラファト議長に関連しての２問です。内

部に反対勢力が存在しています。ラビン首相につい

てもしかりです。国内に反対勢力が存在しています。

アラファト議長とラビン首相と、その意味では、ど

ちらがより弱い立場にあるのでしょうか？２番目は、

より深刻な質問です。ご存じのように、アラファト

議長長は、65歳で子供ができることになっています。
それについてコメントがあるでしょうか？ 

 
アラファトの立場は強い 

ラビン首相 ２番目のご質問ですが、アラファト夫

人に「おめでとう」と申しあげたばかりです。イス

ラエルは民主主義体制ですので、最終的な決定は適

切な時期に選挙を行っていくということになります。

今までは、少なくとも過半数を握ることができまし

た。ＰＬＯと、このような形で物事を進めるという

ことについて、１議席の僅差とはいえ、過半数を握

っておりますので、そのような民主主義体制の支持

がある限り、私は戦います。 

 次に、アラファト議長についてですが、彼は外部

の人たちが思うよりも、ずっと強い立場にある、と

私は評価しています。パレスチナ人の自治体制が、

ガザ地区において設立された後の段階では、アラフ

ァト氏の方でも１つの法執行機関を設けるでしょう。

そうなればプライベートな形の軍というのは、解体

されるべきだと思います。私の意見ですが、まさに

アラファト氏が今後答えを出さなければいけない最

大の問題がここにある、と思っています。 
 私は特に表立ったコメントはいたしませんが、複

数の組織、すなわち武装勢力が存在していること、

すなわち正式な法執行のための軍以外の武装勢力が

存在するということは問題です。我々にとりまして

は、特に問題となります。言うまでもなく、イスラ

エルとしてはアラファト氏に対して、テロを防止す

ることを期待しています。西岸地区に関して、イス

ラエルも責任を負いたいとは考えております。しか

し、アラファト氏の方から、少なくとも何らかの努

力が払われることを期待しています。 
 
韮沢（日経ＯＢ）ゴラン高原へのＰＫＯ派遣につい

て、日本の閣僚の中には非常に慎重論が強くなって
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いると報道されています。ゴラン高原に派遣するに

は危険性はないのでしょうか？ 

 
ゴラン高原と日本のＰＫＯ 

ラビン首相 ヨムキプール戦争（73 年 10 月）が終
わり、74年の５月か６月だったと思いますが、シリ
アとイスラエルとの間で兵力引き離し協定が成立し

ました。それ以来 20年間、３個大隊から５個大隊の
ＵＮＤＯＦ部隊が国連のもとで、兵力引き離し監視

軍としてそこに駐留しています。 

 これらの人たちというのは、シリアと我々の間の

合意のもとに派遣されているわけです。１回だけテ

ロリストたちが、75 年の 11 月にその地域に侵入し
たことがありました。けれども、75 年以来 19 年に
わたって、ゴラン高原ではまったく平穏な状況が続

いています。もちろん、シリアの部隊とイスラエル

の部隊との間の衝突もありませんでした。私が知っ

ている限り、派遣されているＵＮＤＯＦのもとでの

部隊で、死傷者はまったく出ておりません。交通事

故は別ですけれど。 
 ですから、いわゆる最も安全な国連の平和維持部

隊の地域であると言われています。平和維持部隊と

いうのは、ソマリアとかボスニアというケースでは

汚点があったと思います。 
 ＭＦＯ（多国籍軍）、これはシナイでは15 年半ほ
ど駐留して、監督をしています。イスラエル・エジ

プト和平条約のもとで、1000人のアメリカ兵も多国
籍軍としてそこに駐留しているわけです。アメリカ

におりましたときに、「1000 人のアメリカの兵士が
シナイにいることを覚えていますか？」と、アメリ

カのテレビの最も有名なキャスターに聞きますと、

「ああ、忘れてしまった」と言っておりました。な

ぜ彼が忘れていたのかいうと、15年半の間に怪我を
した人が１人もいなかったからだと思います。 
 日本が派遣するかどうかは、日本政府にお決めい

ただかなくてはならないことです。6 か月ごとに安
全保障理事会において、マンデートの延長が問われ

たときには、われわれは常に「イエス」と言います。

この平和維持部隊の延長を求めるわけです。そして、

我々は外交関係さえあれば、それを唯一の条件とし

て受け入れる、ということです。 

佐藤（時事ＯＢ） ガザ地区の状況についてうかが

います。先ほどラビン首相は、「アラファルト議長の

立場は、思っているよりも非常に強力だ」とおっし

ゃったのですけれども、パレスチナ暫定自治合意に

基づく、現在の自治機関はガザ地区ではあまり立場

が強くない。現地の住民の支持を十分得ていないの

ではいないか、ということが現地からしばしば報道

されています。敵対するハマスはむしろ住民の支持

を非常に強く得ており、したがってアラファト議長

も手を焼いている、というのが現実の姿ではないか

と思っています。 

 そこでおうかがいします。ガザの安定というのは、

アラファト議長ならびに暫定自治機関の仕事だから

彼らに任せるのだ、というお考えでしょうか？それ

とも、しばらく様子を見た上で、イスラエルとして、

特にラビン首相として、何かこれに有効な手、ウル

トラＣの政策を打ち出すような考えはありませんで

しょうか？ 
 
ガザの安定はアラファト氏の問題 

ラビン首相 これは第一義的にはアラファト氏の問

題であって、パレスチナ人の自治政権の問題ではな

いと思います。いまのお話は、これはまさにイスラ

エルにとっての主権外のことであります。先ほどか

らパレスチナという表現がなされていますが、一体

どういう意味でしょうか？それは英国の委任統治時

代のいわゆるブリティッシュ・マンデート（英委任

統治領パレスチナ）しかないはずです。パレスチナ

ではなくて、いまのは西岸地区ということでしょう。 
 アラファト議長は、今後、ガザ地区において選挙

を行いたいと言っています。アラファト議長は過半

数の票を獲得することができるでしょう。我々は、

選挙を行うことを承認しています。しかし、それを

押しつけることはできません。民主主義体制という

のは、相手に押し付けることができないものなので

す。そこに居住している住民たちが選挙を望まなけ

れば成り立たない。アラファト議長への反対勢力が

どの程度強いか、そういった反対勢力というのは、

まさに平和にとっての敵だと思うのですが、一方ア

ラブの世界に目を向けた場合には、民主主義の存在

の仕方というのは、たとえば日本やアメリカとはま
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ったく異なっております。 
 エジプトやヨルダンの場合には、それなりに自由

が存在しています。エジプトとヨルダンの議会では

野党勢力というものが存在しています。しかしアラ

ブ世界の場合には、リビア、シリア、イラク、サウ

ジやアラブ首長国連邦などでは、議会において野党

というものが存在しておりません。ですから、軍を

制圧している人が、まさに議会も制するという形に

なっています。 
 
鷲尾（ジャパン・タイムズ） イランのことについ

てうかがいます。ラビン首相は、この記者会見でも、

村山さんや河野さんとの会談でも、たびたびイラン

のことに触れました。ハマスとかテロリストのグル

ープを支援している国として、懸念を表していると

思います。一方、そのイランに対して日本は援助を

再開し、いま円借欺を供与しています。日本のイラ

ンに対する援助政策に関してどのように思われます

か？援助を停止すべきだと思いますか？また、新し

い供与をやめるべきだと思いますか？ 

 
危険なイスラム原理主義 

ラビン首相 イスラム原理主義テロ勢力のさまざま

な動きが、アラブ世界各地にあります。これが最も

大きな危険だと思います。イランがこれを支援し、

イランが軍事的に挑発しています。ですからイラン

が中東地域で軍事大国になることは許すことができ

ないわけです。クリントン大統領は、イランとイラ

クの両方を封じ込めるという政策をとっています。 

 ヨーロッパや日本の企業、その他の国の企業は実

際にイランとの商取引をしています。いろいろなも

のを販売しています。たとえば債務の繰り延べなど

もしています。私としては、これは結果的にイラン

に、より武装力をつけるための資金を提供している、

というように思うわけです。 
 
中西（日経） 首相は 67年の第三次中東戦争のとき、
参謀総長としてゴラン高原の占領を指揮されました。

そして今、和平のためイスラエルがゴラン高原をシ

リアに返還すべきだ、という主張をしています。こ

の間の変化の経緯というか気持ちの変化をうかがい

たい。 

 
６日戦争は「自衛戦争」 

ラビン首相 私は、６日戦争のときにイスラエル国

防軍の参謀総長を務めました。この戦争はまさに一

方的にイスラエルに対して行われた戦争でした。戦

闘行為に訴えたのはエジプトです。国連緊急軍をシ

ナイから締め出して、チラン海峡を封鎖しました。

これは公海の入り口です。それから、エジプトはあ

らゆる軍事力を動員し、瀬戸際政策をとりました。 

 私は、イスラエル国防軍の参謀総長としまして、

まさしくエジプトのみを対象に戦おうとしたわけで

す。しかし、シリア、ヨルダン、イラクの連合空軍、

ならびに地上軍がイスラエルに対して攻撃を行った

わけです。テルアビブを爆撃され、ナターニヤやハ

イファなども空襲されて、初めてイスラエル国防軍

がヨルダンとシリアに反撃したわけです。これはイ

スラエルにとっては自衛的な戦争でした。 
 だれもが予期しないほど、作戦はイスラエルにと

ってうまくいきました。イスラエルがこの戦争で占

領した領土の 80％がシナイ半島でした。そして、占
領地の80％がエジプトとの平和条約を調印したとき
返還されました。20%がガザ地区、西岸地区、ゴラ
ン高原なのです。人々が認識していないのは、ゴラ

ン高原の我々が６日戦争のときに占領した領土の幅

というのは、１番広いところでも 23キロに過ぎない
ということです。そのほかのゴラン高原の幅という

のは、もっと狭くて８キロだったり 12キロだったり
するわけです。 
 確かに私はイスラエルの首相としては、初めてイ

スラエル軍が撤退をしてもいいという意向を表明し

ました。しかし、そうするかどうかは、その他の問

題がどうなるか、ということによります。全面撤退

にコミットしたわけではありません。これがまさに

シリア側が苦情を申し立てている点です。私、ラビ

ンが、ゴラン高原からの全面撤退にコミットしてい

ない、ということに不満を表明しています。私はそ

のようなコミットはしていません。 
 複雑な問題が絡んでおります。一歩後退すること

は、すべて他の問題と結びつけて考えなければなら

ないわけです。ですから、シリアとの間の合意はま
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だなされておりません。 
 このときの戦争にこれだけの敗北をきたす、とい

うことをアラブ側は全く予期しなかったわけです。

イスラエル側がどの程度の能力を持っているかとい

うことを立証した戦争だったのですが、私はまさに

領土を占領するために戦争を戦ったのではなく、イ

スラエルを守るために戦ったのです。 
 1968年時点で、私は軍人として退役いたしました。
そして、軍人から駐米大使に転出したのです。戦闘

行為が継続される限りは、そこに戦略的な意味が生

じてしまうということですので、６日戦争の領土的

な成果を、代償として使うことによって、和平を達

成したいと考えていたわけです。68年の時点でもそ
のような発言を行いましたし、今日もそれを繰り返

したいと思います。 
 

通訳・キャサリン・スターリング 澄田美都子 

文責・編集部  


